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ジェネリック医薬品の使用促進の課題

郡市別にみると、かなりのバラツキがある
（伊勢原、厚木、秦野、小田原の使用割合が低い）

年齢別にみると、若年層の使
用割合が低い

※協会けんぽのH31.4分データ（医科・DPC・歯科・調剤分）に基づいて作成しています。
※町・村については、所属する郡を単位として使用割合を表示しています。

神奈川県内の郡市別の後発品数量割合

72.2 

66.6

77.6 77.1 76.3

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

0～6歳 7～14歳 15～39歳

40～59歳 60歳以上

神奈川県内の年齢別の後発品数量割合（％）

※協会けんぽのH31.4分データ（医科・DPC・歯科・調
剤分）に基づいて作成しています。
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神奈川支部のジェネリック医薬品使用促進の取り組み

•ジェネリック希望シールの配布

• 「軽減額通知」等の送付

•電車中吊り広告、ラジオＣＭ、ＷｅｂＣＭの実施
加入者向け

•各種研修会における広報の実施

•個別の事業所訪問によるお願い
事業主向け

•使用割合などを掲載したお知らせの送付

•個別の医療機関・調剤薬局訪問による課題等のヒアリング

医療機関・

調剤薬局向け
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若年層ジェネリック使用促進通知（加入者向け）
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【パターンＡ】「飲みやすさ」を強調

神奈川支部独自実施

【パターンＢ】「軽減額」を強調◆年２回（８月、２
月）の軽減額通
知を補完する取
り組み（令和元年
１０月実施）。

①公費対象者の
使用促進に向け、
０～１５歳の被扶
養者がいる被保
険者に使用促進
通知【パターンＡ】
を発送。

②自己負担があ
る層には、 【パ
ターンＢ】を送付。
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若年層を対象としたジェネリック医薬品使用促進通知（加入者向け施策）

➢ 年2回（8月、2月）実施するジェネリック医薬品軽減額通知サービスを補完する取り組みとして、
神奈川支部独自の促進通知を令和元年10月に実施（通知対象者30,000名のうち、約14,000名に通知）。

実施概要

①公費対象者の使用促進
に向け、０～１５歳の
被扶養者がいる被保険者に
「飲みやすさ」を強調したうえ
で送付。

効果測定

●効果検証方法

➢ 通知者全体（約14,000名）及び非通知者全体（約15,000名）それぞれが、通知時点で使用していた
先発医薬品が、同等のジェネリック医薬品に切り替わった方を切替者とみなし、切替率の比較を行った。

●検証結果
➢ 通知者と非通知者のジェネリック医薬品への切り替え率は通知者：10.3％、非通知者：9.9％であった。

両者にわずかな差がみられたものの、顕著な効果があるとは言えなかった。

②自己負担がある層には、
ジェネリック医薬品に切り替えた
際の「軽減額」を強調したうえで
送付。

【予算執行額】 6,050,000円（税込）
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小田急・相鉄での中づり広告（加入者向け）

神奈川支部独自実施

◆関係団体との連名で、ジェネリック医薬品の使用割合が低い県央・湘南西部・県
西を走行する小田急と相鉄の車内で中づり広告を実施（２月１４日～２７日）。

◆「多くの方
に選ばれて
い る 」 （ 安
全・安心で
ある）ことを
強調。

◆ 掲示期間
（２月後半）に
合わせて、花
粉症（アレル
ギー用薬）を
題材に。

◆ 関係団体
（健保連、神奈
川県、歯科医
師会、薬剤師
会）との連名
により訴求力
をアップ。
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ラジオＣＭ・ＷｅｂＣＭ（加入者向け）

小田急・相鉄の中づり広告とあわせて、２月にラジオＣＭとＷｅｂＣＭを実施。

【ラジオＣＭ】＝ＦＭヨコハマで実施
•神奈川エリア聴取率Ｎｏ．１のＦＭヨコハマでの２０
秒ラジオＣＭ

• リスナーが最も多い午前８時直前に配信

【ＷｅｂＣＭ】＝ＹｏｕＴｕｂｅとＴＶｅｒで実施
•動画配信サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」のインストリーム広告
（動画広告）および民放公式ポータル「ＴＶｅｒ」（見
逃し配信）のキャッチアップ広告（動画広告）。

＜花粉症×ジェネリック編＞

男性：ハックション！
女性：花粉症？
男性：うん、薬飲まなきゃ。
女性：花粉症の薬っていろいろあるけど・・・
男性：僕のは実力派で、しかも安いんだ。
女性：もしかして、ジェネリック？
男性：そう、ジェネリックの使用割合は、

７割を超えているんだよ。
女性：信頼されているのね。
男女：みんなの選択、私もジェネリック！

女性：協会けんぽ神奈川支部

神奈川支部独自実施
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電車中吊り広告、ラジオＣＭ、ＷｅｂＣＭの実施について（加入者向け施策）

➢ 関係団体（健保連、神奈川県、歯科医師会、薬剤師会）との連名で、ジェネリック医薬品の使用割合が低い
県央・湘南西部・県西を走行する小田急と相鉄の車内にて、中吊り広告を令和2年２月に実施。

実施概要

●電車中吊り広告の実施

●ラジオ・WebCMの実施

➢ 中吊り広告の時期に合わせて、２月にラジオＣＭとＷｅｂＣＭを実施。
・ラジオＣＭについては、神奈川エリア聴取率Ｎｏ．１のＦＭヨコハマにおいて、
リスナーが最も多い午前８時直前にCMを配信。
・ＷｅｂＣＭでは、動画配信サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」のインストリーム広告（動画広告）及び
民放公式ポータル「ＴＶｅｒ」（見逃し配信）のキャッチアップ広告（動画広告）を実施。

効果測定

●各広報媒体における認知率

➢ 広報媒体別でみると、ラジオ広告の認知率が最も高い結果となった。
※各広報媒体の認知率 ラジオ広告：31.9％、中吊り広告：28.4％、動画広告：18.5％

●アンケート結果及び期待される効果

➢ 広報認知者全体の中で、最も多かった印象としては「先発医薬品と比較して安価（71.9％）」であり、
次いで「安全性がある（42.2％）」「信頼できそう（40.5％）」と続いた。
その結果、これまでジェネリック医薬品を使用していなかった層の切り替えが期待できる。

【予算執行額】 8,558,000円（税込）


